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グラス類は透明ケー
スに入れ、取り出し
やすく。上段に箱ご
と入れていた来客用
の食器類は、要・不
要を見直し、必要な
食器は箱から出して
上段へ収納しました

【ポイント】

キッチンにある電話台ス
ペース。カタログや薬、
文具用品等をとりあえず
置いてしまう場所でし
た。４月からは、子ども
が朝食や勉強もできるよ
うに、この電話台の前に
ダイニングテーブルを置
きたいそう

■収納リセット後…
読者・柿沼さん〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

「どう収納していいか分からなかった所が、
キレイになって使いやすそう。今まで取って
おいた物もあらためて必要かどうかを人に聞
かれると、割と処分できるものなんですね」。

収納のプロ・塚本さん〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

「ダイニングキッチンは、家族が共有する場。
それゆえに個人の物やキッチンに必要のない
ものまでが置かれてしまうことも。分類しな
がら、収納場所に合う物の量へ。すぐには捨
てられない物は、種類ごとに箱や袋にまとめ
て片付けた日付を書いて、見えないところに
しまっておいて。３カ月～１年経っても必要
なかった物は処分してもよいのでは」。

訪ねたのは…
柿沼彰子さん宅（宇都宮市）

塚本英代さん

男の子２人のママ。「長男

が小学校に入学するにあた

り、ダイニングキッチンに

勉強できて学校用品を置け

るスペースを作りたい。良

い収納が思いつきません」。

ＮＰＯ法人

ハウスキーピ

ング協会認定

講師。リビン

グカルチャー

倶楽部では整

理収納アドバイザー２級認定

講座を担当。整理収納セミナ

ーや収納カウンセリングを行

っています。

http://yutari.jp/blog/Tsuki/

新生活の準備や模様替えのシーズン。心機一

転、収納を見直して、キレイが続くオシャレな

暮らしを目指しませんか。今回は収納でお困り

の読者宅を、リビングカルチャー倶楽部の整理

収納の講師・塚本英代さんが訪問。プロの収納

術を教えていただきました。

本類が占領していた場所を
空け、バラバラに置いてあったお
茶の葉、缶詰、調理機器などを用
途ごとにカゴへ。“すみ分け”が
完成。カゴには名前シールを貼る
とベスト。缶詰など収納できる量
が分かるので、無駄なストックを
減らすことにもつながります

食器棚に無造作に
入っていた書類は左下
へ。封筒に入っていた紙
の書類は、クリアファイ
ルに入れてインデックス
に名前を付けて保存する
と一目りょう然

文房具は一つの引
き出しにまとめて。透明
ケース３個を使って仕切
り、使いやすく。右下に
はプラスチック製のA4フ
ァイルボックスを設置。
子どもが学用品を置く場
所に変身Y

電話台の下に新たな収納スペースができ、子どもが
学用品を収納する定位置も確保できました。台の上に
は極力モノを置かないようにして、スッキリ感を演出。
ちょっとした書き物なら、この台の上で済むように。

収納ボックスが満杯
になったら捨てるサ
イクルを習慣づける
とキレイが続きま
す。子どもが片付け
上手になる秘けつは
「文房具入れにハサ
ミをしまって」など
具体的に教えること
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□ よく使う物は目線の高さ
（85㎝～150㎝くらい）に集める

□ 収納カゴを入れ、奥まで使う
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なかが見えるものがお勧め。引き出
しやグラス入れには透明整理ケース（約
27㎝×９㎝か12㎝×６㎝）２種を使い分
け。奥行きはそろえて幅を変えると、
物のサイズに合わせやすくなります。

100円ショップ商品を選ぶコツ
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用途別に“すみ分け”して使いやすく

一緒に使う物は一つの引き出しで管
理（モノのグルーピング化）。元は、
エンピツやランチョンマット等を入
れていた部分。一番使いやすい所に
ある引き出しなので、毎日使う茶碗
と箸、お茶セットをまとめて収納。
家事をする時に動きやすく

■収納リセット後…

収納SOS

収納お助け人


